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花粉症スマホアプリによる行動変容に基づく
予防・個別化医療の実現

順天堂大学医学部　調査・研究　実施者氏名　　猪俣　武範

【要旨】

１、調査・研究目的

花粉症は世界で 4 億人、本邦 3,000 万人が罹患する最多のアレルギー疾患である (1, 2 )。花粉
症は花粉や大気汚染物質等の環境因子や生活習慣などが複合的に関連する多因子疾患であり、
アレルギー性鼻炎やアレルギー性結膜炎、皮膚炎、喘息を複合的に呈する多臓器疾患でもある
(3)。そのため、臓器横断的な花粉症の症状や多様な因子に対するセルフメディケーションや適切
な介入による発症・重症化予防や個別化医療の実施が重要である。しかし、従来の対面型診療
では日々の花粉症に対する臓器横断的な症状管理やセルフメディケーションの実施状況まで十分
に評価できておらず、花粉症診療における予防医療、個別化医療実現の課題となっていた (4)。

そこで本研究では「症状に関する患者報告アウトカム収集」や「行動変容を促す治療介入」
の機能を有する花粉症スマホアプリを活用し、前方視的無作為化介入研究にて、花粉症に対す
るセルフメディケーションを含む予防行動に対する行動変容や治療アドヒアランス向上への有効
性を検証する。

２、調査・研究方法
本研究では下記の研究スケジュール ( 図 1) に則り実施した。

2-1　プロトコル立案
症状に関する患者報告アウトカム収集」や「行動変容を促す治療介入」の機能を有する花

粉症スマホアプリに対し、花粉症に対するセルフメディケーションを含む予防行動に対する行
動変容や治療アドヒアランス向上への有効性を検証するためのプロトコル ( 前方視的無作為化
介入研究 ) を立案する。

2-2　倫理承認
順天堂大学医学部倫理委員会にて研究プロトコルの倫理承認を取得する。
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2-3　研究実施
順天堂大学医学部附属順天堂医院の外来を受診した花粉症患者を対象とし、【1】従来の

花粉症治療と花粉症スマホアプリを併用する群 ( スマホアプリ併用群 ) と、【2】従来の花粉症
治療のみを継続する群 ( コントロール群 ) に無作為に割り付ける。主要評価項目は花粉症鼻症
状・非鼻症状スコアとし、これまでに申請者らの研究から算出された MCID ( 治療の有効性
が得られたと判断できる評価尺度の変化量 ) に基づいて花粉症スマホアプリの花粉症治療に
対する有効性を評価する。

３、調査・研究成果

3-1　プロトコル立案
症状に関する患者報告アウトカム収集」や「行動変容を促す治療介入」の機能を有する花

粉症スマホアプリに対し、花粉症に対するセルフメディケーションを含む予防行動に対する行
動変容や治療アドヒアランス向上への有効性を検証するためのプロトコル ( 前方視的無作為化
介入研究 ) を立案した。

研究プロトコル ( 図 2) は次のように策定した。
対象者は順天堂大学医学部附属順天堂医院の外来を受診した花粉症患者66名 (1群33名)

とし、
【1】従来の花粉症治療と花粉症スマホアプリを併用する群 ( スマホアプリ併用群 ) と、
【2】従来の花粉症治療のみを継続する群 ( コントロール群 ) に無作為に割り付ける。
主要評価項目は花粉症鼻症状・非鼻症状スコアとし、これまでに申請者らの研究から算出

された MCID ( 治療の有効性が得られたと判断できる評価尺度の変化量 ) に基づいて花粉症
スマホアプリの花粉症治療に対する有効性を評価する。

さらに、副次的な評価項目として、服薬アドヒアランス、研究参加者の花粉症に対する
OTC 薬の使用や予防行動に対する行動変容、花粉症スマホアプリのユーザビリティ、不具
合の発生頻度を評価する。

3-2　倫理承認
2022 年 12 月 23 日に順天堂大学倫理委員会にて倫理承認を取得した。

3-3　研究実施
順天堂大学医学部附属順天堂医院耳鼻咽喉科外来、眼科外来にて、9人の研究参加者 ( 平

均年齢 42.7± 7.0 歳、女性 6 人 [66.7%] ) の組み入れを行った。スマホアプリ併用群 5 人 ( 平
均年齢 40.0 ± 3.2 歳、女性 3 人 [60.0%] )、コントロール群 4 人 ( 平均年齢 46.0 ± 9.6 歳、



134

女性 3 人 [75%] ) が対象となった。ベースライン時点と比較して、スマホアプリ併用群では有意
に非鼻症状スコアと総症状スコアが改善していた ( [ 推定平均変化値 ] 非鼻症状スコア: -2.4
点 , P  < 0.001; 総症状スコア: - 4.1 点 , P  = 0.029)。対照群では症状スコアの有意な変化はな
かった。また、服薬アドヒアランスはスマホアプリ併用群、コントロール群ともに統計学的に
有意ではないが改善が見られた ( [ 服薬アドヒアランススコア平均変化値 ] 対照群 : +0.8, アプ
リ群 : +0.4 点 )。現在、目標症例数の達成に向けて患者組み入れ継続中である。

４、考察

花粉症の症状や原因は個 人々によって多様であり、患者の生活習慣や患者自身によるセルフメ
ディケーションと密接に関連する。そのため、最適な花粉症治療を実施するためには、個 人々の
患者の日常生活圏における花粉症症状の変動や関連因子を評価し、適切な予防・治療介入によ
る発症・重症化予防や個別化医療の実施が重要である。

また、近年では疾病の継続的なモニタリングや行動変容による有効性が実証されたスマホアプ
リ型プログラム医療機器が上市され、注目を集めている。花粉症診療においても、スマホアプリ
を患者の日常生活圏における症状モニタリングやセルフメディケーションを目的とした行動変容や
OTC を含む点眼薬や内服薬による治療介入に応用することで、個 人々の症状や原因に対する適
切な介入が可能となり、花粉症診療における予防医療、個別化医療を実現できる可能性がある。

本研究から、スマホアプリによる疾患モニタリングや治療介入が実現しすれば、これまでの診
療形態では難しかった花粉症診療における花粉症への予防行動や OTC 薬の適正使用の推奨と
いったセルフメディケーションを含む予防医療、個別化医療を推進することができる。

５、まとめ

本研究成果から、スマホアプリの花粉症診療への臨床応用ならびに花粉症診療におけるセル
フメディケーションを含む予防医療推進、個別化医療実現のための基盤を構築する。
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表、図及び写真

図 1. 本研究のスケジュール

図 2. 花粉症治療用スマホアプリを検証する前方視的無作為化介入研究
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